































































































療専門職者として、また社会で認知 る女性の職業として成立する過程において、看護婦の必要性がどのように認識され、育成が始めら るに至ったのか その経緯を探ることを目的とする。その結果 わが国における職業看護婦
の始まりをどのように捉えるのか、考察を加えたい。　
方法としては、明治以前の病院で雇われていた看護人ら












制されたことから、江戸には商人だけでなく、出稼ぎ人・日雇・奉公人なども増加し、江戸は大 へと成長していた。さらに火事などで焼け出さ た農村人口も流入 貧民も増加していた。すでに元禄末期より、江戸における貧窮民や非人の増大には為政者も着目し、吉宗も貧窮病人の救






















































































熱心、看病中間らによる物品 横領行為は日常的となり病室の衛生状態も最悪を極めた。町奉 の報告書では、 「不浄の場所」と表現され、養生所内部 改革 着手を余儀なくされた。　
例えば、 「養生所見廻り役勤方之事」に書かれているよ
うに、看病人が入 者の用事に錠を開けて対応しない限り、入所者は看病を受けることができなかったということであり、これらの状況が看病中間ら 不正を放置する結果となったことは、容易に推測できる。実際、看病中間の給金



















































































































































相撰養生筋不行届無之様致し遣度と 御趣意」と書かれていることであり、看病人を選び、養生に不行き届きがない様にという趣意があったということである。養生所の運営に於いては「医薬は勿論看病 相撰」 書かれているよう
に、看病人による養生、つまり住居・衣服・夜具・飲食・入浴・睡眠・運動・房事などの手当を重視していた。　
一八六一年九月二一日（文久元年八月一七日） 、わが国







































































































に開始されたポンペ 医学講義の聴講生は、最初一四人であった。松本の呼びかけに応じ、多くの藩士が の学校への留学を許可された。四〇人 達した医学生らは、ポンペに従い回診 行い、聴診器など 診察器具を び、診断・治療、死体を使った手術 練習の外 、三カ月交代で臨床実習として、包帯実習、薬品の調合、食事及び浴室 監視、種痘に関する事項の記載、病床記録及 日誌 保管等を















































































































































































































れ、病院が設立され なかで、看護婦の必要性がどのように認識され、育成が始められることになる か、その経緯を探ることを一つの目的として 「小石川養生所」 「長崎養生所」 「横浜梅毒病院」の三施設を対象 して、 「看護の役割を担った人」に焦点を当てて、規則 どからその実態を明らかにすることを試みた。　「小石川養生所」は、設立当時の一時期、患者数は収容数を超える程に増加したが、その後衰弊した原因として
は、看護人（看病中間と女看病人）の不正や不衛生な環境、給金の問題などが実在した。病院として 使命を維持するためには、経済状況とともに、衛生環境をいかに保つかが鍵となっていた。さらに、看護を行うものは「惻隠の心」 、つまり親身になって を行う心を持っている を選ぶことの必要性も認識されるにいたった。　
この「小石川養生所」では、 「看病中間」と「女看病人」
を雇っており、定説通り職業看護婦の始まりと云える。ただし、女性の病人には女性の看護人をつける いう観点での女看病人の採用であった。　「長崎養生所」はオランダ医師ポンペによって西洋医学、西洋の病院方式によ 運営され 。ポンペの目指した病院における治療においては、規則正しい入院生活を作り上げることが医療 中心にあり、その実行に看護は欠かせいものであった。看護は、医学生が臨床 習の一貫とし行った が、 「病院における看護」の必要性を認識することに大きな役割を果たした。　本稿では、 「横浜梅毒病院」設立前に、 イギリス医師ニュー
トンによって、 「看病人」の心構えや仕事内容が意見書としてまとめられ提出されていた事実を確認でき 実際に採用されたのは「介抱女」であり、人数は六人 あった。




彼女らは、現在の看護師の仕事の一つである、 「与薬」を主たる仕事としていたことが、規則から明らかになった。つまり、 「長崎養生所」では医学生が担っていた看護の一部が、役人によって選ばれ 「介抱女」によ 行われていたこということである。 「長崎養生所 は 「介抱女」 を雇ったが、それは入院患者が総て遊女であるからであった。　
今回、 「小石川養生所」 「長崎養生所」 「横浜梅毒病院」
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